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市　

政

市　

政

市　

政

差
押
物
品
の
公
売

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
物
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
売
し
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間
７
月
26
日
㈮
の
13
時
か

ら
28
日
㈰
の
23
時　

※
７
月
５
日

㈮
の
13
時
か
ら
19
日
㈮
の
23
時
ま

で
に
入
札
参
加
の
申
し
込
み
が
必

要　

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０

８
０

市
税
の
休
日
納
税
相
談

　

平
日
の
納
税
相
談
が
困
難
な

方
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
30
日
㈰
、９
時
〜
16
時　

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

市
営
住
宅
の
入
居
登
録
者
を

募
集

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
平
成
25
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

狭
山
市
に
住
所
が
あ
り
、市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い 

②
前
年
の
収

入
が
基
準
内 

③
住
宅
に
困
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か 

④
単
身
者

の
場
合
は
、高
齢
者
、４
級
以
上
の

身
体
障
害
者
な
ど（
入
居
で
き
る

団
地
に
制
限
あ
り
）　

※
７
月
１

日
㈪
か
ら
住
宅
営
繕
課
で
募
集
案

内
を
配
布　

申
込
み
７
月
16
日
㈫

〜
19
日
㈮
の
９
時
〜
16
時（
11
時

30
分
〜
13
時
を
除
く
）に
市
役
所

２
階
２
０
２
会
議
室
へ　

問
合
せ

同
課
へ
内
線
２
２
３
５

雨
水
貯
留
施
設
な
ど
の
設
置

費
を
補
助

対
象
市
内
に
住
所
・
自
己
居
住
用

住
居
を
有
し
、新
た
に
雨
水
貯
留

施
設
な
ど
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

方　

補
助
額
工
事
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
。た
だ
し
、簡
易
貯
留

施
設（
タ
ン
ク
）３
万
円
、地
下
貯

留
浸
透
施
設（
ま
す
・
ト
レ
ン
チ
）

４
万
円
を
上
限　

申
込
み
申
請
書

（
道
路
雨
水
課
に
用
意
。ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

と
必
要
書
類
を
も
っ
て
同
課
へ
内

線
２
１
５
２

不
用
品
の
登
録
制
度

▽
は
有
料
、▼
は
無
料
、◇
は
応
相
談

譲
り
ま
す
▽
大
正
琴 

▽
紳
士
用

通
勤
バ
ッ
グ 

▽
シ
ル
バ
ー
カ
ー 

▼
電
子
オ
ル
ガ
ン 

▼
全
自
動
洗

濯
機 

▼
柔
道
着（
３
号
・
白
） 

▼

石
油
ス
ト
ー
ブ 

▼
和
ダ
ン
ス（
幅

１
２
０
㎝
・
高
さ
１
８
０
㎝
） 

▼

冷
蔵
庫（
１
３
６
ℓ
） 

▼
ロ
デ
オ

ボ
ー
イ 

◇
手
押
し
付
三
輪
車 

◇

二
段
ベ
ッ
ド 

◇
和
ダ
ン
ス（
幅
１

２
０
㎝
・
高
さ
１
８
０
㎝
） 
◇
折

り
畳
み
式
自
転
車（
20
イ
ン
チ
） 

◇
自
転
車（
22
イ
ン
チ
）

譲
っ
て
く
だ
さ
い
▼
琴
見
台（
座

奏
用
譜
面
台
） 

▼
琴
台（
低
） 

▼

自
転
車（
24
〜
26
イ
ン
チ
） 

▼
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル 

▼
バ
ス
タ
オ
ル 

▼
ヘ
ッ
ド
ギ
ア 

▼
シ
ル
バ
ー
カ

ー 

▼
剣
道
用
具
一
式（
女
子
中
学

生
用
） 

▼
犬
用
ケ
ー
ジ 

◇
ワ
ー

プ
ロ 

◇
17
弦
琴 

◇
将
棋
盤
・
駒

セ
ッ
ト 

◇
ジ
ェ
ン
ガ 

◇
冷
蔵
庫

（
２
５
０
〜
３
５
０
ℓ
） 

◇
電
子

レ
ン
ジ 

◇
子
ど
も
乗
せ
自
転
車 

◇
子
ど
も
用
自
転
車（
女
児
用
22

イ
ン
チ
、男
児
用
14
イ
ン
チ
）

※
利
用
は
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
に
限
り
ま
す
。交
渉
は
本

人
同
士
で
行
い
、ト
ラ
ブ
ル
の

際
も
対
処
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
登
録
月
〜
土
曜
日
、９
時

〜
16
時（
祝
日
を
除
く
）に
不
用
品

登
録
専
用
電
話
へ
☎
２
９
５
４
‐

４
９
５
３

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご
協

力
を

　

65
歳
以
上
の
方
に「
介
護
保
険

料
納
入
通
知
書
」か「
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通

知
書
」を
７
月
１
日
付
で
送
付
し

ま
す
。こ
の
う
ち
開
始
通
知
書
は
、

年
間
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

る
方
に
の
み
送
付
し
ま
す
。

注
意
事
項
①
納
付
書
は
綴と

じ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、納
期
順
を
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
、お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い 

②
納
入
通
知
書
と
開
始

通
知
書
の
両
方
が
送
付
さ
れ
た
方

は
、年
金
か
ら
の
差
し
引
き
が
10

固
定
資
産
税
特
例
措
置
の
改
正

　

平
成
25
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、固
定
資
産
税
の
住
宅
に
つ
い

て
の
特
例
措
置
が
次
の
と
お
り
一

部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容
①
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
適
用

期
限
を
、平
成
28
年
３
月
31
日
完

了
の
工
事
ま
で
延
長 

②
住
宅
の

耐
震
改
修
と
省
エ
ネ
改
修
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
の
工
事
費
が
従
前

の
30
万
円
以
上
か
ら
50
万
円
超
に

増
額
。た
だ
し
、工
事
の
契
約
日
が

平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
の
場
合

は
、30
万
円
以
上  

注
意
事
項
申

告
に
は
、必
要
書
類
と
提
出
期
限

（
原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後

３
か
月
以
内
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
資
産
税
課
へ
内
線
１
１
２

４熱
中
症
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
急
上
昇
す
る
こ
の
時
季
、

熱
中
症
が
多
発
し
ま
す
。予
防
の

た
め
に
、次
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
を
効

率
的
に
使
う 

②
暑
く
な
る
日
は

要
注
意
。外
出
時
は
直
射
日
光
を

避
け
、体
調
不
良
を
感
じ
た
ら
、風

通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
早
め
に

休
息
を
取
る 

③
こ
ま
め
に
水
分

補
給
す
る
。高
齢
者
は
、の
ど
の
渇

き
を
感
じ
づ
ら
く
摂
取
量
が
少
な

く
な
り
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
る 

④
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
病
院
で

受
診
す
る 

⑤
周
り
の
人
に
も
気

配
り
を
す
る

問
合
せ
健
康
推
進
課
へ
☎
２
９
５

６
‐
８
０
５
０

農
薬
の
取
り
扱
い
は
慎
重
に

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、使
用

法
や
注
意
事
項
を
厳
守
し
、ほ
か

の
作
物
へ
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。散
布
量
は
最
低
限
と

し
、剪せ

ん

定て
い

や
捕
殺
な
ど
の
農
薬
散

布
以
外
の
防
除
方
法
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。や
む
を
得
ず
散
布
す

る
と
き
は
、事
前
に
周
辺
住
民
な

ど
へ
周
知
し
、風
向
き
な
ど
に
も

注
意
し
な
が
ら
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
農
業
振
興
課
へ
内
線
２
５

３
２

市
町
村
振
興
宝
く
じ　
　

 

（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）

　

収
益
金
は
、市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
７
月
10
日
㈬
〜
８
月
２

日
㈮　

抽
選
日
８
月
13
日
㈫　

※

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売　

問
合
せ
財
政
課
へ
内
線
７
１
１
３

月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、７
月

か
ら
９
月
ま
で
は
送
付
さ
れ
た
納

入
通
知
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い　

※
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に
納
付

が
困
難
な
方
に
は
、減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
介
護
保
険
課
へ
内
線
１
５

５
１

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
の
方
の
介
護
に
つ
い
て
、

同
じ
思
い
を
持
つ
ご
家
族
同
士
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
６
月
26
日
㈬
、13
時
30
分
〜

15
時
30
分　

場
所
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー　

内
容
介
護
者
同
士
の
意
見

交
換
な
ど　

対
象
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
ご
家
族　

申
込
み

介
護
保
険
課
へ
内
線
１
５
５
５

東
日
本
大
震
災
で
避
難
さ

れ
て
い
る
方
の
健
康
診
査

　

岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
の
一

部
の
市
町
村
で
は
、他
地
域
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
の
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。受
診
を
希
望
す
る

方
は
、避
難
元
の
市
町
村
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。な
お
、受
診
期
間
は
、

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

対
象
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
て
、

住
民
票
を
異
動
し
て
い
な
い
方　

問
合
せ
福
祉
課
へ
内
線
１
０
１
０
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暮
ら
す

暮
ら
す

暮
ら
す

狭山市ホットインフォメーション
　市役所からのお知らせを、さやま
ケーブルテレビ10（101）チャンネル
「広報ひろば」の枠内で放送していま
す。なお、視聴は狭山ケーブルテレビ
㈱の利用者が対象です。

放送時間（金曜日更新）6時20分・7
時30分・13時・17時30分・22時30分
※111chは7時10分もあり　問合せ
狭山ケーブルテレビ㈱☎2954‐2200

　入曽駅周辺地区整備の取り組

みは、昭和56年に駅の東西地区約

48haを対象としてはじまり、その

後、昭和63年に入曽駅東口地区ま

ちづくり研究会が、平成12年には

まちづくり協議会が設置されるな

ど、幾多の変遷を経て地元組織と

の協議を重ねてきました。

　平成15年に私がバトンを引き

継ぎ、事務所職員を充実し、入間小

学校の統廃合をはじめ、法に基づ

く公聴会を平成21年に開催する

など、市としての決意を示しなが

ら、粘り強く地権者交渉を重ねて

狭
山
市
長 

仲
川
幸
成

似
顔
絵
・
花
倉
正
喜
氏

市長随想
苦渋の決断

きましたが、県への反対陳情があ

るなど、賛成が得られぬままこう

着状態が続きました。そこで、一昨

年度からは、「駅前広場とアクセス

道路だけでも」との思いで、対象区

域を約4haに縮小し、駅前の主要

な道路約190ｍのうち約8割分の

間口を所有し、態度を保留してい

た地権者にあらためて理解を求め

てきましたが、メリットがないな

どの理由で協力はできないとの固

い意思が確認されました。

　狭隘な道、交通への不安、溢水の

処理、火災や防災への備えなどの

課題が山積する中で、断腸の思い

でありますが、地権者の理解が得

95

　本事業は、市の重要課題として、平成7年に

「入曽駅周辺開発事務所」を設置して以後、事業

を実施するために不可欠な都市計画決定を目指

し、関係地権者の合意形成に努めてまいりまし

たが、いまもって駅前の要所を所有する地権者

の理解が得られないことから、現状では土地区

画整理事業や街路事業などによる市街地整備の

実施は極めて困難であると判断し、現時点での

事業の実施を断念いたしました。

　しかしながら、入曽駅東口地区は、交通対策、

雨水対策などの解決すべき地域課題があること

から、今後も入曽駅東口地区の整備を市の重要

課題として位置づけていくとともに、その方針

を堅持していきます。

問合せ入曽駅周辺開発事務所へ☎2956‐1238

入曽駅東口地区市街地開発事業の
現時点での実施を断念

られず、事業実施に欠かせない都

市計画決定の手続きが進められな

い以上、市としては、現時点での事

業化を断念せざるを得ないという

苦渋の決断をいたしました。長い

間、事業の実施を待っていた賛成

地権者や市民の皆さんには申し訳

なくおわび申し上げます。

　なお、地域の安全安心への取り

組みは、今後も継続してまいりま

す。


